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第 6 章は，総括でありこの研究で得られた主要な結論を要約している． 
 











































第 6 章は，総括でありこの研究で得られた主要な結論を要約している． 
 以上のように，本論文では，種々の長所を有するスリーブ焼嵌め式ロールを取り上げ，圧延用，
メッキ用，酸洗用ロールに応用する際に問題となる技術課題の解明に取り組んでいる．たとえば，
熱間圧延用ロールの界面すべりにおける各種設計要因の影響を明らかにした本研究の知見は，スリ
ーブ組立式ロールの設計や信頼性向上に大きく貢献するものと期待される．よって本論文は博士
（工学）の学位論文に値するものと認められる． 
なお，本論文に関し，審査委員並びに公聴会出席者からは，解析モデルの設定，焼嵌め面での接
触面積，接触問題の解析方法，界面すべりにより生じる損傷等について詳細な質問がなされたが，
いずれも適切な回答がなされた． 
以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した
結果，本論文が，博士（工学）に十分値するものであると判断した．  
